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技術センターの第二期中期事業計画公益財団法人京都産業21第4次中期計画

　京都府中小企業技術センターでは、事業を進める上で目指すべき方向性と、それを実現するための具体的な取り組
みを明らかにするための道しるべとして平成19年に「中期事業指針」を策定しました。指針は平成24年に見直しを行
い、あらためて第一期中期事業計画を策定しましたが、その際に当初の基本理念、基本方針、行動指針を、技術セン
ター職員が業務運営や事業の実施、日々の技術支援を行うときや考えるときに常に照らし合わせる判断基準とする
「センター憲章」に位置づけました。

技術センターの第二期中期事業計画を策定しました

お問い合わせ先

京都府中小企業技術センター 企画連携課 企画・情報担当　TEL：075-315-8635  FAX：075-315-9497  E-mail：kikaku@mtc.pref.kyoto.lg.jp

技術センター憲章（H24.3 策定）
●基本理念：私たちは、京都府産業を支える中小企業の技術力向上を支援し、企業活動と地域経済の発展に貢献します。
●基本方針：期待に応えられる、気軽にご利用いただける、支援機関や大学と連携する、質と量を向上する
●行動指針：お客様本位、現場視点、自己革新、社会的責任

基本理念
われわれは、顧客とのコミュニケーションを最も大切にし、あらゆる資源の有効活用を図り、中小企業の企業活動に真に
役立つ質の高いサービスを提供することにより、京都産業の発展に貢献します。

行動指針
◉企業との対話、現場への訪問を通じて、真の企業ニーズを把握し、迅速かつ的確なサービスの提供に努めます
◉人的、情報ネットワークを拡げ、顧客の期待に応えるより良い情報・サービスを創出します
◉産業支援機関、関係企業など、パートナーとの協力関係を密にし、中小企業の諸課題の解決に取り組みます
◉企業、大学などの相互交流、連携により、広く英知を集め、経営革新、新産業の育成、新事業の創出を促します
◉職員一人ひとりが常にスキルアップを図り、誠意をもって、企業と共に考え、果敢に行動します
◉情報の共有と自由闊達な議論により、自ら考え、行動し、自己革新を続ける活力ある職場風土を築きます

〈事業期間：平成27～29年度〉

　公益財団法人京都産業２１では、第３次中期計画をベースにして、現在の経済状況や中小企業を取り巻く環境の変化
を踏まえ、財団の役割を再認識するとともに、取組むべき重点施策について、第４次中期計画を策定しました。
　財団の基本理念等を達成するための方向とその実現に必要な枠組みを示した、平成２９年度までの三ヵ年計画です。実施
するにあたっては、年度ごとの計画に落とし込み、職員一人ひとりが常に計画を意識し、日々活動することとしています。

第４次中期計画
〈平成27～29年度〉

【基本理念】【行動指針】（平成１５年３月策定）

課題解決力の強化
̶気さくで頼りになる中技セン̶

［主な取り組み］
◉①ヒト(職員の技術力) ②モノ(機器や設備) 
③ネットワーク(他の機関や大学との連携)
そして④時間軸(相談後のフォローアップな
ど)を加えた「四次元支援」を行います
◉職員間での相談事例研究の場を定期的に
持ち、振り返り共有することで各人の課題
解決力を高め、技術支援品質を向上します
◉機器活用のスキルを高め技能を継承する
ことで、幅の広い安定したサービスを提供
します

基本方針
①「真に頼れる」経営のベストパートナー
中小企業との強い信頼関係のもと、企業個別の状況に精通し、コミュ
ニケーション力をもって、企業の経営革新や経営力強化に向けて的確
なアドバイスや情報提供ができる機関となります

②新規事業・成長分野へのチャレンジの支援
「新規事業」「グローバル展開」や「成長分野への進出」等、新たなビジ
ネスモデルへのチャレンジを積極的に支援します

③「現場力を活かした」施策の立案への貢献
「現場で起きていること」を共有し、現場コミュニケーションからの発
想に基づき、企画力、実行力を持って立案・提案します

事業展開の重点フィールド
イノベーション・持続的発展を目指す中小企業を支援します
経営革新・事業転換、新規顧客の開拓、事業承継等への取組み等により
新たな成長を目指す企業

新しい産業分野へチャレンジする中小企業を支援します
京都ブランドに指定されている成長分野などに新たにチャレンジする企業
Ex. エコ・エネルギー、ライフサイエンス、新文化産業、クロスメディア・コンテンツ、
ICT（情報通信）、試作等

心地よく利用できる環境や条件の整備 ̶小さな不便をこつこつ解消して大きな満足に̶
［主な取り組み］
◉そういうものだと思い込んでいたり、仕方がないと端から諦めているような制度や手続きについて、あらためて向き合い、改善を図ります
◉日頃から感じていた不便や無駄、改善の小さな芽にしっかりと向き合い、改善や解消を図ります

技術支援力の強化
̶支援の基礎体力を底上げ̶

［主な取り組み］
◉日進月歩のものづくり企業の課題解決の
ために、新技術の確立や実用化、業界や市
場動向の把握、現場課題解決など、性格に
応じた研究メニューの拡充に努め、技術支
援力(基礎体力)を常に向上させます
◉自ら試行錯誤して生きた知見を生み出し、
それを活かした技術支援を行います
◉府内外での技術展示会などで研究成果を
発表し、普及を図るとともに支援力を確か
なものにします

情報発信力の強化
̶存在と実績をしっかり宣伝̶

［主な取り組み］
◉センターの情報発信の意義と方針を全職
員が共有し、各人が自分の業務をお客様
目線の魅力的な記事にしてお伝えします
◉センターの具体的な支援内容が分かる
「中技セン活用事例集」を作成し発信する
ことで、センター活用のイメージをお持ち
いただきます
◉「中技センを知らない」「利用したことがな
い」という企業さん向けのコンテンツを作
成し発信します
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三つの力を強化し、一つの心地よさを整備します

第二期中期事業計画の重点

このたび第一期中期事業計画の見直しを行い、次の三ヵ年の計画を策定いたしましたのでその概要をお知らせいたします。

★ 各人の技術支援や相談業務を、組織としてフォローしバックアップしていく体制を確立します。
★ センターで培った各人の支援力を、後輩や同僚に還元し伝授していく体制を確立します。

これからも中小企業の皆様にとって「頼りになる中技セン」であり続けられるよう、
課題解決力、技術支援力、情報発信力を更に強化します。

組織の力で個人の技術支援力を高め、個人の力で組織の支援力を高めていこう！

そのために

所内のスローガン

～明日へのチャレンジ応援します！～

お問い合わせ先

（公財）京都産業２１ 企画総務部 企画広報グループ　TEL：075-315-9234  FAX：075-315-9240  E-mail：kikaku@ki21.jp
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地域資源を活用した事業を支援します
京都府内の地域資源を活用し、地域産業を活性化している事業
Ex. 地域力ビジネス等

顧客向け重点サービス
経営力強化
経営革新の推進や設備導入、補助金事業、人材育成等の各種支援策の
活用を促すことにより、経営力の強化を支援します

販路開拓強化
国内外の販路開拓及び、京都のブランド力を活かした市場開拓を支援
するとともに経営改善のための営業力強化を支援します

連携強化
新技術や新製品・新サービスの開発のために、京都の特性を活かした多
様な企業間及び産学との連携を支援します

情報提供
京都産業２１の職員が現場を中心に収集してきた、個々の企業経営に
真に役立つ、鮮度の高い生の声や事例、市場情報などを提供します

相談
府内中小企業からの相談に対して良き相談相手として寄り添いながら、
課題の把握、解決に向けてのアドバイスを行います


